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はじめに 

 

セミは地中で数年間幼虫時代を過ごし、成虫も長距離を移動することはないと考えられ

ていることから、生息場所からあまり移動せず、その土地の環境変化の影響を受けやすい

と推測され、その地域の自然環境を計るモノサシ、すなわち指標生物として期待されてい

ます。 セミの抜け殻は幼虫から成虫へ羽化する際の脱皮殻で、抜け殻の存在は、その場所

で 1 匹のセミが羽化した証拠として、定量的な調査が可能となります。また、①セミはど

こにでもそれなりの数が生息している。 ②種類が限られている。 ③抜け殻によるセミの

種類の見分け方は、少しだけコツを覚えれば誰でも簡単にできる。 ④セミの抜け殻は逃げ

ないため子どもでも簡単に採取できる。 ⑤生きているセミを採取する訳ではなく、セミの

抜け殻を主な餌としている生き物もいないので、抜け殻を採取しても生態系に与える影響

が小さくて済む。 などの理由から「セミの抜け殻による調査」は全国各地の個人・団体に

よって実施されてきました。  しかし、個々の調査で手法が統一されていないために比較

することが難しく、そのデータの信頼性にも大きな差がありました。 
そこで「セミの抜け殻しらべ市民ネット」では、日本自然保護協会自然観察指導員の有

志を中心とした市民ボランティアによって 2009 年から「セミの抜け殻しらべ」を統一し

た手法で継続的に実施することにしました。 そして、この方法により信頼性の高い基礎的

情報を収集すると共に、セミの生息状況の変化からその地域の環境変化に気付こうという

試みを始めました。 
2016 年の調査では多くの市民ボランティアの協力を得て、全国 29 調査地、54 のサイト

で調査が行われ、40,047 個の抜け殻を採取、鑑別しました。 当報告書は、集められたデー

タを集計、過去の調査結果とも比較・解析し、そこから見えてくることをダイジェストに

まとめたものです。 

 
調査に参加し貴重なデータをお送りいただいた全国の皆様に感謝申し上げると共に、今

後も全国各地での継続的な調査を実施していくために、多くの皆様の参加をお願い申し上

げます。 

   
2017 年 9 月吉日 

     セミの抜け殻しらべ市民ネット 会長  田邉貞幸 
NACS-J 自然観察指導員東京連絡会 代表  川上典子 

報告書作成 小久保雅之 
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１．調査方法 
調査は、2016 年 7～9 月に 3 回以上、調査者が任意に選定した調査地において、調査サイトを一箇所また

は複数設定し、そのサイト内において調査者の手の届く範囲にあるセミの抜け殻（地面に落ちている抜け殻

も含む）を全て収集・鑑別・記録するという手法で実施した。 調査サイト面積は原則として 100m2以上と

した。また、調査サイトの周辺の環境（平地、里山・丘陵など）、調査地の様子（都市公園、自然公園・保

存緑地など）、調査地の地面（一面に下草・落葉、下草・落葉がまばら、地面が露出）について記録した。 

調査者は、定められた調査票に、収集結果や調査サイトの情報を記入した。 抜け殻の鑑別は昨年までの鑑

定結果とその検証結果から一定レベルでの鑑定ができることが認められている調査者のデータはそのまま使

用し、一定レベルでの鑑定ができることが確認されていない場合はデータと共に抜け殻を再検者へ送付し

た。 再検者は、種の同定、調査票のチェックなど、データの信頼性を高める作業を行った。 

全体での集計の他、各調査地、調査サイトでの比較検討を行った。 また 2009 年から 2016 年までの間に

7 年以上連続で調査できたサイトについて、抜け殻数と種構成の推移を比較した。さらに、個々の調査地、

サイトについても可能な範囲で、種構成の特徴や経年変化について考察を加えた。 

 

 

 

２．調査の概要 
2016 年の調査地、調査結果を表 1、表 2 にまとめた。29 調査地、54 のサイトで調査が行われ、40,047 個

の抜け殻を採取、鑑別した。 

2010 年から 2016 年の 7 年間の調査地数、調査サイト数、収集した抜け殻数を表 3 に示した。 若干の増減

はあるが、29～36 調査地 54～68 の調査サイトで調査が行われた。 昨年まで調査していたが、今年調査

を行わなかった調査地・サイト、今年初めて、あるいは、調査を復活させた調査地・サイトもあるが、

2016 年も例年と同程度の抜け殻数であった。 
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表-１ セミの抜け殻しらべ 2016 調査結果一覧（１）首都圏 

 

 
 

  

調査地名 サイト名 調査場所の地面 主担当者 ニイニイゼミ ミンミンゼミ アブラゼミ　 ツクツクボウシ ヒグラシ クマゼミ エゾゼミ チッチゼミ 計

蕨市民公園（蕨市） A 土が露出
0 0 192 0 0 66 0 0 258

B 土が露出
0 23 522 0 0 27 0 0 572

C 土が露出

0 1 89 0 0 1 0 0 91

合計

0 24 803 0 0 94 0 0 921

秋ヶ瀬公園（さいたま市） 子供の森A＋B 一面に下草・落ち葉 太田隆司

4 0 201 1 0 0 0 0 206

神奈川県 横浜公園（横浜市中区） 土が露出 東佐知子

3 25 785 0 0 10 0 0 823

市ヶ谷～飯田橋 下草・落ち葉がまばら

3 499 176 0 0 0 0 0 678

雑木林市ヶ谷寄りコアサイト 下草・落ち葉がまばら

8 405 187 3 0 0 0 0 603

調査地合計

11 904 363 3 0 0 0 0 1,281

葛西臨海公園（江戸川区） ホテル裏 下草・落ち葉がまばら 田邉貞幸

19 214 4,090 0 0 109 0 4,432

小石川植物園（文京区 梅林内のＷＣ横のエリア 下草・落ち葉がまばら 田邉貞幸

17 12 204 10 0 0 0 0 243

代々木公園（渋谷区） 代ゼミ 下草・落ち葉がまばら 原田博雄

457 15 1,797 43 0 184 0 0 2,496

ハナミズキ林前 下草・落ち葉がまばら

74 2 85 0 0 0 0 0 161

首賭けイチョウ前 下草・落ち葉がまばら

102 95 774 3 0 0 0 0 974

野外音楽堂東 下草・落ち葉がまばら

69 27 488 0 0 0 0 0 584

日比谷パレス裏 一面に下草・落ち葉

2 39 59 3 0 0 0 0 103

調査地合計

247 163 1,406 6 0 0 0 0 1,822

光が丘公園（練馬区） 昆虫原っぱ 下草・落ち葉がまばら 中村忠

1,290 269 2,233 34 0 0 0 0 3,826

北の丸公園（千代田区） 一面に下草・落ち葉 山口勝彦

23 80 165 8 0 0 0 0 276

石神井公園（練馬区） さくら・くぬぎ広場 下草・落ち葉がまばら 中村忠

86 975 605 8 1 0 0 0 1,675

大泉中央公園(練馬区） 四季の広場 一面に下草・落ち葉 松田則子

86 1,145 8,931 167 0 4 0 0 10,333

北地区 一面に下草・落ち葉 野本雅央

170 5 90 7 0 0 2 0 274

南地区 一面に下草・落ち葉 小口治男

86 6 353 25 0 0 0 0 470

調査地合計

256 11 443 32 0 0 2 0 744

A 一面に下草・落ち葉

0 87 1,356 24 109 0 0 0 1,576

B 下草・落ち葉がまばら

1 1 515 4 64 0 0 0 585

調査地合計

1 88 1,871 28 173 0 0 0 2,161

A 一面に下草・落ち葉

70 1 89 13 1 0 0 0 174

B 下草・落ち葉がまばら

90 0 66 13 7 0 0 0 176

C 一面に下草・落ち葉

112 1 69 13 3 0 0 0 198

調査地合計

272 2 224 39 11 0 0 0 548

エノキ 土が露出

7 2 2 0 0 0 0 0 11

ユリノキ 土が露出

0 0 1 0 0 0 0 0 1

サクラ 土が露出

0 2 3 0 0 0 0 0 5

雑木林 一面に下草・落ち葉

0 2 9 0 0 0 0 0 11

調査地合計

7 6 15 0 0 0 0 0 28

2,779 3,933 24,138 379 185 401 0 0 31,815

8.7% 12.4% 75.9% 1.2% 0.6% 1.3% 0.0% 0.0% 100.0%

埼玉県

堀内伸一郎　

大木島公園（日野市） 小久保雅之

東京都

外堀公園(千代田区）

日比谷公園(千代田区）
小久保雅之

野川公園(調布市・三鷹市・小金井市）

国分寺X山（国分寺市）

田邉貞幸

小久保雅之

都立小山田緑地（町田市） 志村京子

首都圏　計

％
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表-2 セミの抜け殻しらべ 2016 調査結果一覧（2）阪神地区・その他 

 

 

都道府県 調査地名 サイト名 調査場所の地面 主担当者 ニイニイゼミ ミンミンゼミ アブラゼミ　 ツクツクボウシ ヒグラシ クマゼミ エゾゼミ チッチゼミ 計

関西学院上ヶ原キャンパス（西宮市） 内日本庭園 下草・落ち葉がまばら 品川正法

3+I43:J52 10 295 0 0 36 0 0 341

宝塚市伊孑志1-4-3 伊和志津神社の南東一角 一面に下草・落ち葉 小宮真佐代

0 0 115 0 0 9 0 0 124

６地区A 一面に下草・落ち葉

1 0 44 0 0 217 0 0 262

８地区 一面に下草・落ち葉

0 0 13 0 0 14 0 0 27

１０地区 一面に下草・落ち葉

1 0 72 0 0 3 0 0 76

調査地合計

2 0 129 0 0 234 0 0 365

神戸市東灘区御影塚町 処女塚古墳 一面に下草・落ち葉 久保紘一

0 0 0 0 0 195 0 0 195

ホテルコース 一面に下草・落ち葉

0 0 0 0 13 0 8 1 22

小学校コース 一面に下草・落ち葉

0 0 10 0 354 0 10 0 374

調査地合計

0 0 10 0 367 0 18 1 396

赤塚山北公園(神戸市東灘区) 下草・落ち葉がまばら 久保紘一

25 0 274 1 0 10 0 0 310

渦森北公園（北西側の植え込み） 土が露出

4 0 29 0 0 266 0 0 299

寒天橋周辺 一面に下草・落ち葉

15 0 33 6 273 0 0 0 327

渦森展望台公園の東一角 一面に下草・落ち葉

26 14 175 8 0 0 0 0 223

調査地合計

45 14 237 14 273 266 0 0 849

75 24 1,060 15 640 750 18 1 2,583

2.9% 0.9% 41.0% 0.6% 24.8% 29.0% 0.7% 0.0% 100.0%

青森県 青森公立大学駐車場緑地帯 Aサイト 下草・落ち葉がまばら 田中のぶ子

826 0 1,221 0 0 0 0 0 2,047

群馬県 岡之郷緑地公園（藤岡市） 岡之郷緑地公園 下草・落ち葉がまばら 櫻井昭寛

67 1 592 7 0 0 0 0 667

A 下草・落ち葉がまばら

0 0 0 0 30 0 12 0 42

B 一面に下草・落ち葉

0 0 0 0 4 0 5 0 9

C 一面に下草・落ち葉

0 0 3 0 5 0 2 0 10

D 一面に下草・落ち葉

1 0 1 0 5 0 4 0 11

E 一面に下草・落ち葉

4 0 0 0 1 0 0 0 5

調査地合計

5 0 4 0 45 0 23 0 77

粟島公園② 一面に下草・落ち葉

3 0 1,449 0 0 0 0 0 1,452

粟島公園③ 一面に下草・落ち葉

0 0 1,176 1 0 0 0 0 1,177

調査地合計

3 0 2,625 1 0 0 0 0 2,629

吊り橋 下草・落ち葉がまばら

22 0 4 0 1 0 0 0 27

駐車場南 一面に下草・落ち葉

64 0 10 0 0 0 0 0 74

野外ステージ東 一面に下草・落ち葉

15 0 22 0 1 0 0 0 38

調査地合計

101 0 36 0 2 0 0 0 139

アカデミー富士（富士研修所） 本館北桜 一面に下草・落ち葉 岡崎一夫

2 0 63 11 14 0 0 0 90

1,004 1 4,541 19 61 0 23 0 5,649

17.8% 0.0% 80.4% 0.3% 1.1% 0.0% 0.4% 0.0% 100.0%

3,858 3,958 29,739 413 886 1,151 41 1 40,047

9.6% 9.9% 74.3% 1.0% 2.2% 2.9% 0.1% 0.0% 100.0%

兵庫県

学が丘南公園（神戸市垂水区）
八巻晤郎

六甲山記念碑台（神戸市灘区)

八巻晤郎

八巻晤郎

渦森台４丁目(神戸市東灘区)

阪神地区　計

％

山梨県 「ログハウスあがけら」周辺（北杜市）
小久保雅之

その他　計

％

総合計

％

新潟県 粟島公園（五泉市）
山口勝彦

静岡県
駿河平自然公園（長泉町）

岡崎一夫
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表-3 2010 年～2016 年 7 年間の調査地数、調査サイト数、収集した抜け殻数 

 

 

３．2016 に調査した全抜け殻の種構成 
昨年までは首都圏、阪神地区、その他、に分けて集計していた。 しかしながら、調査地やサイトは各調査者

が任意で決めているため、必ずしもそれぞれの地域の色々な環境で万遍なく調査している訳ではないので、

地域毎に集計したデータでその地域の特性を議論するのは難しいと考えられた。 そういった理由から、今回

は地域で分けた集計は行わず、全体の種構成のみを図-1 に示した。 

 

 

 

図１ 2016 年のセミの抜け殻しらべにおける全体の種構成（n=40,047） 
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４．各調査地・サイトの 2016 年の種構成と 7～8 年継続調査サイトでの経年変化 

 
（１）首都圏 

図-2に首都圏の各調査地における 2016 年の種構成を左上からアブラゼミの比率の大きい順に示した。 首都

圏 16 調査地のうち 14 の調査地でアブラゼミが 50％以上を示した。 

 

図-2 調査地別セミの種構成 （首都圏： 2016 年 アブラゼミ比率の高い順） 

 

アブラゼミ以外の構成比はそれぞれの調査地で特徴があり、ミンミンゼミの比率が 10％以上は、外堀公園

（71％）、石神井公園（58％）、北の丸公園（29％）、大木島公園（21％）、大泉中央公園（11％）の 5 調査

地、ニイニイゼミの比率が 10%以上は、小山田緑地（50％）、野川公園（34％）、光が丘公園（34％）、大木島

公園（25％）、代々木公園（18％）、日比谷公園（14％）の 6 調査地、ツクツクボウシの比率が 2%以上の調査

地は、小山田緑地（7.1％）、小石川植物園（4.7％）、野川公園（4.3％）の 3調査地であった。ヒグラシが採

取されたのは 2 調査地で、国分寺 X 山（8.0％）、小山田緑地（2.0％）であった。 また、クマゼミが採取さ

れた調査地は蕨市民公園（10.2％）、代々木公園（7.4％）、葛西臨海公園（2.5％）、横浜公園（1.2％）、大泉

中央公園（0.04％）であった。 

一つの調査地について複数サイトで調査し、異なる構成種を示したケースとして、野川公園の 2 サイト、小

山田緑地 3サイト中の 2サイト、蕨市民公園 3サイト中 2サイトを図-3に示した。 

同じ公園の中での種構成の違いは、樹木の種類、地面の硬さなどの環境の違いによる可能性が考えられる。

一つのサイトの中でも、特定の種が多い場所や樹木があることに気が付いているケースもあり、今後、さら

にサイト内を分割して調査したり、それぞれの樹木の枝が広がる範囲などで調査して比較することにより、

新たな発見があるかもしれない。 
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図-3 同じ調査地内での調査サイトによる種構成の違い  

 

＜継続調査できたサイトの抜け殻数、種構成の経年変化＞ 

図-4、図-5 に 2009 年から 2016 年までの 8 年間、あるいは 2010 年から 2016 年までの 7年間、継続して調

査ができたサイトの抜け殻数と種構成の経年推移を示した。 抜け殻総数は小石川植物園コアサイトや日比谷

公園首賭けイチョウ前のように比較的年ごとの変動が小さく、最も多い年の抜け殻数が、最も少ない年の 2

倍に達していないサイトがある一方で、2倍以上、場合によっては葛西臨海公園ホテル裏サイトのように 10

倍の差が出たケースもあった。 抜け殻数の変動は、気象の変化など地域全体としての環境変化だけでなく、

樹木の剪定や下草刈り、公園管理の為の工事（手すりやベンチの設置）など、調査地やサイト特有の環境の

変化、あるいは調査担当者の交替、調査に関わった人数の変化に伴う調査範囲（手の届く範囲など）の変

動、他者によって抜け殻が採取されたための減少など、色々な要因が入っている可能性が考えられる。 

抜け殻数の増減が一定期間（年）毎に繰り返している場合、産卵から羽化までの期間（年数）がそのサイク

ルに関係している可能性がある。 例えば、ある種のセミが産卵から羽化まで 4年かかるとすると、抜け殻の

数（羽化数）が例年より多かった年は産卵数も多いと考えられ、その 4年後に、再び、抜け殻が多く採集さ

れる可能性がある。 また、抜け殻の数（羽化数）が例年より少なかった年の 4年後に、再び、抜け殻の採集

数（羽化数）が少ない年が来ると予測される。 典型的なものとして米国の 13年ゼミや 17 年ゼミなどの素数

ゼミは有名である。日本のセミについては産卵から羽化までの期間は様々な説があるが、アロエ等での飼育

下では幼虫期間（孵化から羽化までの期間）はミンミンゼミ 2～4 年、ツクツクボウシ 1～2 年（主に２年）、

アブラゼミ 2～4年、クマゼミ 2～5年、ニイニイゼミ 4～5年（主に 4 年）とされている※。 

この情報によれば、それぞれのセミで幼虫期間の年数は一定ではないが、ミンミンゼミ、アブラゼミはどち

らも幼虫期間が 3年のケースが一番多く 4 年後が次に多かった。つまり産卵から孵化までの約 1 年を加え、

抜け殻数の多かった 4 年後又は 5年後に再び羽化の多い年が来る可能性があると考えられる。また、ニイニ

イゼミは産卵の年の秋には孵化し、幼虫期間が主に 4年であれば、4年の周期で抜け殻の多い年少ない年が

繰り返されることになる。 

そういう観点も含め、継続調査ができたサイトのデータを見てみることとする。 

※ http://www003.upp.so-net.ne.jp/cicada/aroe00.htm（村山壮五：蝉雑記帳） 
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図-4 7～8 年間継続調査ができたサイトの経年変化（首都圏-1） 

 

＜外堀公園、日比谷公園の経年変化＞ 

外堀公園、日比谷公園で 7年以上継続調査ができたサイトの経年変化を図-4 に示した。 

外堀公園の二つサイトはミンミンゼミの比率が高く、ミンミンゼミの経年変化を読み取ることができる。ア

ブラゼミ、ミンミンゼミ、どちらも明確な周期性は見られていない。2015 年までのデータでは、3 年毎にミ

ンミンゼミが多くなるパターンが見えていた。これはミンミンゼミの幼虫期間が 3 年のケースが多いことと

一致せず、産卵から孵化まで 1 年、幼虫期間 2 年の計 3 年の可能性を示唆しており、これが正しければ 2016

年は 2015 年より減少すると予想していた。 しかし、予想に反して 2016 年のミンミンゼミは 2015 年に比べ

大幅に増加した。 セミの幼虫期間の数年には幅があり、何年で羽化するかは地中の温度などの条件や、栄養

源となる樹木の種類によって変わる可能性も考えられ、様々な要因で変化するのかも知れない。 

日比谷公園の 3 サイトのうち、首賭けイチョウ前サイトは 2015 年の日比谷公園の調査サイトの中で最も抜

け殻数が多く、アブラゼミ、ニイニイゼミ、ミンミンゼミの他、少数ではあるがツクツクボウシも採取され

ている。抜け殻全体としては多い年、少ない年が繰り返されているように見えるが、明確はパターンは示し

ていない。 2015 年、2016 年とニイニイゼミ、ミンミンゼミが減少しており、今後の変化に注目したい。 

野外音楽堂東サイトは、2010 年をピークに 2015 年まで抜け殻数が減少している。調査者の印象として調

査を介した 2009 年、2010 年頃は下草刈や樹木の剪定があまりされていなかた。 その頃は 2008 年のリーマ

ンショックによる景気低迷の影響を受け、公園の管理費が削減されていた可能性がある。 それが 2011 年頃

から景気も回復して、下草刈りや樹木の剪定作業がしっかりされるようになり、結果として産卵できる枯れ

枝が減り、地面が乾燥化するなど、セミにとって厳しい環境への変化があったのかもしれない。公園の管理

とのセミの羽化数との関係が示唆される。 ニイニイゼミが 2014 年 2015 年と続けて少なくなっていて、こ

のまま減ってしまうことが心配されたが、2016 年は復活した。最近のニイニイゼミの減少は首賭けイチョウ

前、小石川植物園、代々木公園でも同様の傾向が見られるが、その要因が共通のものなのか、サイト特有の

ものなのかは不明である。 

日比谷パレス裏サイトは 2011 年まではツクツクボウシが多かった。 このサイトでは 2010 年から 2011 年

の間にトウネズミモチの大木が伐採されている。 その木にツクツクボウシや他のセミがよく産卵していた可

能性が高い。 今も伐採跡からヒコバエが生えていることから、根が生きていると考えられ、伐採される前に

孵化し地中に潜った幼虫は生き延びることができたと思われる。 ツクツクボウシは幼虫の期間が 1 年または

9 



 

2 年と言われており、幼虫期間が 3 年前後と考えられるアブラゼミ、ミンミンゼミに比べて早期から伐採の

影響が出てきていると考えられる。 またアブラゼミ、ミンミンゼミは伐採されたトウネズミモチ以外の周囲

の樹木に産卵したものが孵化後、このサイト内に落ちて育っている可能性もある。 

 

 

図-5 7～8 年間継続調査ができたサイトの経年変化（首都圏-2） 

 

＜小石川植物園、代々木公園、葛西臨海公園、大泉中央公園、蕨市民公園の経年変化＞ 

7 年以上調査を継続した小石川植物園、代々木公園、葛西臨海公園、大泉中央公園、蕨市民公園の 2 サイト

の種構成の経年変化を図-5 に示した。 

小石川植物園では 2012 年から 2014 年の間ニイニイゼミの減少とツクツクボウシの増加傾向が見られてい

たが、2015 年、2016 年はツクツクボウシが減少した。 

代々木公園は 2012 年から 2015 年はアブラゼミが奇数年に多いパターンで増減を繰り返していたが 2016

年は 2015 年より若干増加した。 2013 年にアブラゼミとニイニイゼミはピークを示し、その後減少したが

2016 年はニイニイゼミも増加した。 2014 年の調査終了後にデング熱のヒトスジシマカ（藪蚊）の媒介によ

る感染が起き、対策が講じられた。 その影響がニイニイゼミの 2014 年と 2015 年の減少に影響している可

能性も考えられる。 一方で、クマゼミの数が増加しており、今後の推移と生息範囲の拡大が注目される。 

葛西臨海公園ホテル裏サイトも以前からクマゼミの多いサイトとして注目されている。アブラゼミは毎年増

減を繰り返しながらも増加の傾向がみられる。 2014 年～2016 年にミンミンゼミが増加しており、クマゼミ

がそれほど増えないこととの関連も注目したい。 

大泉中央公園はアブラゼミ、ミンミンゼミが増加傾向で、ツクツクボウシは減少傾向である。 アブラゼミ

は 2010 年以降、代々木公園と同様に、奇数年が多いパターンで毎年増減を繰り返している。 

蕨市民公園の 3 つのサイトのうち 7 年以上継続調査している 2 サイトの種構成の経年変化を示した。 蕨市

民公園の調査については、巻末の「2016 年セミ・セミナー記録」を参照頂きたい。 
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（２）阪神地区 

図-4 には阪神地区の 12 サイトの種構成をクマゼミの比率が高い順に、クマゼミがゼロのサイトはアブラゼ

ミの比率が高い順に示した。 

 

図-6 調査サイト別セミの種構成 （阪神地区： 2016 年） クマゼミ・アブラゼミの比率が高い順 

 

表-4 処女塚古墳の 2009～2014 年までの調査結果 

 
2009 2010 2011 2012 2013 2014 

ニイニイゼミ 1 0 1 0 1 0 

ミンミンゼミ 0 0 0 0 0 0 

アブラゼミ 0 5 2 1 0 0 

ツクツクボウシ 0 0 0 0 0 0 

ヒグラシ 0 0 0 0 0 0 

クマゼミ 204 977 714 607 862 597 

総計 205 982 717 608 863 597 

 

処女塚（おとめづか）古墳は採集された 195 個の抜け殻全てがクマゼミであった。処女塚古墳の築造年代

は 4 世紀前半と推定されていて、1922 年（大正 11 年）3 月 8 日に国の史跡に指定されている。 50 年前に

は阪神地区でもクマゼミは少なく、アブラゼミが主体であったと言われていることを考えると、ここも 50 年

前はアブラゼミなどクマゼミ以外のセミが主な構成種であったと想像される。 2009 年から 2013 年までは、

わずかではあるがアブラゼミやニイニイゼミの抜け殻が採取され、ミンミンゼミやツクツクボウシの声も確
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認されていた。 しかしながら、2014 年には抜け殻は全てクマゼミとなり 2015 年は調査を中止していた。

2016 年に調査範囲を縮小して、調査を再開したが、100％クマゼミであった。 クマゼミにより、他のセミが

ほぼ駆逐された可能性がある。 首都圏も含め、現在クマゼミと他のセミが共存している場所で、同様のこと

が起こり得るのか、あるとすればどのような条件が関与するのか興味深い。 

 

＜渦森台 4丁目各サイトの経年変化＞ 

図-3 に渦森台 4 丁目の 3つのサイト（渦森展望台公園、寒天橋周辺、渦森北公園）の位置関係を航空写真

で示し、抜け殻数と種構成の経年変化を示した。 

 

 

図-7 兵庫県神戸市渦森台の航空写真（google より）と抜け殻の推移 

 

渦森台は 1961 年から 1969 年にかけて、旧・住吉村域内（住吉地区）にある渦ヶ森（うずがもり）と呼ばれ

る標高 362.2m の山を神戸市が造成した住宅地で、渦森展望台公園は住宅地の最上部に作られた公園、寒天橋

周辺は造成された住宅地からはずれた、元々の自然が残された川沿いの場所、渦森北公園は造成された住宅

地のほぼ中央に新たに作られ、植栽も外部から持ち込まれたと考えられる。これら 3サイトの種構成の違い

は、人為的な環境への介入がセミの種構成に大きく影響することを示唆していると思われる。それぞれのサ

イトは 250-270m 程度しか距離が離れていないにも関わらず、種構成は全く異なっている。300m 程度の距離

はセミでも移動可能距離と考えられるが、少なくとも調査した 2016 年までの 6年の間に、渦森北公園から渦

森展望台公園や寒天橋周辺へのクマゼミの侵出や、寒天橋周辺からの渦森北公園へのミンミンゼミ、ツクツ

クボウシの侵出、寒天橋周辺からのヒグラシの渦森北公園や渦森展望台公園への侵出は見受けられなかっ

た。しかし、2015 年の調査では寒天橋周辺でクマゼミのメス 1 個が採取されている。また、渦森展望台公園
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では調査サイトの範囲外ではあるがの 2015 年には入り口付近で、2016 年は公園内の藤棚でクマゼミの抜け

殻が確認され、成虫の死骸も確認されている。 徐々にではあるが、クマゼミが生息範囲を拡大してきている

可能性があり、今後の調査結果に注目していきたい。 

 

 ＜学が丘公園・関西学院上ヶ原キャンパス赤塚山北公園の経年変化＞ 

学が丘公園・関西学院上ヶ原キャンパス、赤塚山北公園の種構成の経年変化を図-５に示した。 

 

 

図-8 8 年間継続調査ができたサイトの経年変化（阪神地区） 

 

これらのサイトでは、2011 年あるいは 2012 年以降、クマゼミあるいはアブラゼミの数が減少している。 

学が丘公園 8地区では 2012 年に鉄柵工事が行われており、サクラやエノキの元気がないと報告されてお

り、その影響も考えられるが、抜け殻数が減少しているサイト全てで工事が行われた訳ではないので、他に

も原因があるのかもしれない。 赤塚山北公園の 2013 年の報告によると、7月 29 日に低木の剪定とそれに伴

う清掃が実施され 8月下旬の豪雨で抜け殻が流された可能性が考察されており、人為的環境変化や雨による

抜け殻の流出が調査結果に影響した可能性がある。 

 

（３）その他の調査地 

図-9には首都圏と阪神地区を除いたその他の調査地の 2016 年の種構成を、図-10 には 7年継続調査ができ

た調査地の経年変化を示した。 ログハウス「あかげら」周辺の経年変化は調査している 5サイトのうち環境

や種構成が類似ている 4サイトの合計で示した。 

粟島公園（新潟県五泉市）は 2629 個中 3個のニイニイゼミ、1個のツクツクボウシを除いて残りはアブラ

ゼミであった。 アブラゼミの年毎に変動は毎年増減を繰り返しているように見える。特に 2012 年 2014 年は

極端に数が少なく、2013 年に非常に多いという特徴的なパターンを示した。 このパターンが例えば 2017 年

からの 3 年間に現れるとすると、産卵から孵化まで約 1 年、幼虫期間が 4 年で 5年後に同じパターンが現れ

るということになる。 今までのパターンからすると多い年の 4年毎に多い年、少ない年の 4年後に少ない年

が来るとも考えられたため、実際に 2017 年の抜け殻数がどうなるのか結果か楽しみである。 
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岡之郷緑地公園（群馬県藤岡市）ではニイニイゼミ、ツクツクボウシの比率が高くミンミンゼミも少数採取

できている。 7 年間の変動パターンはアブラゼミ、増減を繰り返していたが、粟島公園が奇数年に多いのに

対し、岡之郷緑地公園は逆に偶数年に多い。 ニイニイゼミは 2012 年をピークに年々減少してきている。 ニ

イニイゼミは産卵の年の秋に孵化し、4 年間幼虫時代を過ごすと言われていて、2012 年の 4年後にあたる

2016 年は多くなることを期待したが過去最低の数であった。 

 

図-9 調査地別セミの種構成 （首都圏・阪神地区以外： 2016 年 アブラゼミ比率の高い順） 

 

 

図-10 7 年間継続調査ができた調査地・サイトの経年変化（首都圏・阪神地区以外） 

 

アカデミー富士（静岡県裾野市）では抜け殻 90 個中、アブラゼミが 63 個 70％でニイニイゼミが 2個 2％、

ミンミンゼミが 11 個 12％、ヒグラシが 14個 17％であった。ヒグラシは 2015 年 1個に減少して心配した

が、2016 年は復活した。2015 年にヒグラシが減少した原因は不明である。 

青森公立大学は 1993 年に青森市郊外の森に囲まれた場所で開学している。駐車場の緑地地帯は周辺の森か

らは独立して整備されたものと思われる。2015 年のデータは示していないが、2016 年は 2015 年に比べアブ
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ラゼミが半減、ニイニイゼミが倍増となった。 

駿河台自然公園はニイニイゼミの構成比が高い調査地である。2012 年は全国的にニイニイゼミが多い傾向

が見られ、駿河台自然公園でも 2010 年に次いで 2012 年にニイニイゼミの抜け殻が多かった。 その後 2年間

減少し 2014 年が底となり、増加に転じていて、2012 年以降ニイニイゼミが減少し続けている岡之郷緑地公

園とは異なるパターンを示した。 ニイニイゼミは産卵した年の秋に孵化、4年間の幼虫期間と言われてい

る。ニイニイゼミ多かった年の 4年後に再び羽化数の多くなることが期待される。 しかしながら、抜け殻数

の多かった 2010 年の 4年後の 2014 年はニイニイゼミが少なかった。 

山梨県北杜市「ログハウスあかげら」周辺は別荘地で、アカマツ、コナラなどの雑木林である。 調査を始

めた 2009 年頃は雑木林の中ではヒグラシとエゾゼミ以外はほとんど採取されなかったが、毎年のように部分

的な森林の伐採が行われ、陽が当たるようになるとアブラゼミの抜け殻が増える傾向が見られている。 ニイ

ニイゼミは別荘地の林から出た集落の桜並木である E サイトで多く採取されていたる。 E サイトと A から

D サイトでは環境が大きく異なるため、A から D サイトのみ合計して 7 年間の経痔変化をグラフにした。ヒ

グラシ、エゾゼミの構成比は大きな変化はないが、2014 年以降抜け殻数が減っており、雑木林の伐採の影響

を受けている可能性がある。 

 

５．アブラゼミの羽化時期 －首都圏と阪神地区の違い－ 

過去の報告書にも掲載しているが、2011 年の調査で赤塚山北公園（兵庫県）と日比谷公園、野外音楽堂東

サイト（東京）のアブラゼミの羽化時期に差があることに気が付いた。 図-11 に 2011 年の両サイトのデー

タを示す。 どちらのサイトも７月中旬から 8 月上旬の間、週に 5 日程度調査を行っている。 羽化時期を比

較するためにオス・メスそれぞれの累積抜け殻数が、総数（最終の累計採取数）の 50％を超えた日を比較し

てみた。 赤塚山北公園ではオスが７月 25 日、メスが 8 月 2 日であったのに対し、日比谷公園、野外音楽堂

東サイトではオスが 8 月 9 日、メスが 8 月 15 日であり、2 週間程度の違いが認められた。 
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図-11 アブラゼミの羽化の推移 赤塚山北公園（兵庫県）と日比谷公園（東京）の比較（2011 年） 

 

その後も毎年 7 月中旬から 8 月上旬の間に週に 5 回程度の調査ができた 4 つのサイトについて、アブラ

ゼミのオス、メスそれぞれの初採取日と、総数の 50％を超えた日を調べて比較し、表-5 に示した。 表中の

青字で書かれた日にちは 2011 年より 3 日以上早かった場合、赤字は 7 日以上早かった場合を示している、

首都圏の三つのサイトは初採取日、50％を超えた日、共に経年的に早まる傾向がある。一方、神戸市東灘区

の赤塚山北公園では 2015 年までは大きな変動がなかった。その結果、2015 年までは赤塚山北公園と首都圏

3 サイトの差は徐々に小さくなっていた。しかしながら、2016 年はオス・メス共に赤塚山北公園の初採取

日、50％を超えた日どちらも早まったため、首都圏のサイトとの差は再び広がった。アブラゼミの首都圏と

阪神地区、あるいはサイト毎、年毎の羽化時期の違いは、環境、気象条件、さらに遺伝的違いがあるとすれ

ばその違いなど、複数の要因が原因となっている可能性が考えられ、さらなるデータの蓄積と検討が必要と

思われる。 

 

表-5 週 5 日程度調査しているサイトのアブラゼミの抜け殻初採取日と 50％超え日の経年推移 

 

 

６．地面の様子とセミの種構成の関係 
本調査では、調査サイトの周辺の環境（平地、里山・丘陵など）、調査サイトの様子（都市公園、自然公園・ 

保存緑地など）、調査サイトの地面（一面に下草・落葉、下草・落葉がまばら、地面が露出）について記録 

している。その中で調査場所の地面の様子は地表の乾燥の程度とも関連し、種構成にも影響が出やすいと予 

想された。そこで、抜け殻総数が 50 個以上であった 41 サイトについて、アブラゼミとクマゼミの合計が全 

体の 50%未満、50%以上 90%未満、90%以上に分けた場合、ミンミンゼミが全体の 1%未満、1%以上 5%未 

満、５％以上に分けた場合、ニイニイゼミの比率が全体の 1%未満、1%以上 10%未満、10%以上の場合に分 

けて、調査地の地面の様子との関連をグラフ化してみた（図-12）。 

調査地の地面が露出しているサイトは 41 サイト中 5 サイトで、その全てのサイトでアブラゼミとクマゼミ 

を合わせた比率が 90％以上であった。 一方ミンミンゼミとニイニイゼミの比率では、地面が露出している

サイトで比率が低い傾向があり、ミンミンゼミは 5 サイトし全てが 5％未満、ニイニイゼミは 5 サイト中 4 

サイトが 1％未満で残り１サイト（渦森北公園）も 1.3％であった。 

以上の結果は、アブラゼミやクマゼミは下草が少なく、地面が露出し、乾燥した環境でも棲息できることを

示すと共に、ニイニイゼミやミンミンゼミは地面が露出した乾燥した環境を好まないことを示している可能

性がある。 
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図-12 地面の様子とセミの種構成の関係（抜け殻総数が 100 以上の 41 サイトの集計：2016 年） 

 
７．2016 年および 2009 年からの調査結果のまとめ 

 
１）2016 年は 29 調査地、54 サイトで 40,047 個の抜け殻を採取、鑑別した。 

2009 年から 2016 年の 8 年間の調査地数、調査サイト数、収集した抜け殻数は、 若干の増減はあるが、

29～36 調査地 54～68 の調査サイトで調査が行われ、毎年 3～4 万個前後のセミの抜け殻を採取してい

る。 

 

２）各調査地・サイトの種構成は、同じ公園内や距離的に近い場合でも異なっていた。 

①2016 年の首都圏では 16 調査地 29 サイトで調査が行われた。16 調査地のうち 14 の調査地でアブラゼ

ミが 50％以上を示し、アブラゼミ以外の種構成はそれぞれの調査地で特徴があった。一つの公園で複数の

サイトで調査した場合、同じ公園内でも、サイトにより種構成が異なることも多かった。 

②阪神地区では 6 調査地 11 サイトで調査が行われた。処女塚古墳は採集した全ての抜け殻がクマゼミで

あった。渦森台 4 丁目の 300m ほどしか離れていない 3 サイトはそれぞれ種構成が全く異なった。寒天橋

付近や六甲山記念碑台など、自然環境の豊かな調査地、サイトではヒグラシ主体でクマゼミがいないな

ど、調査サイトの環境の違いにより、種構成が異なっていた。 

 

３）抜け殻の数は年毎に大きく変動することが多いが、種構成が変動することは少ない。 

毎年継続して調査している調査地、サイトの抜け殻数は毎年変動し、一番少ない年と一番多い年で 10 倍

程度の差があるサイトもあった。一方で、種の構成比の変動は小さいが、ニイニイゼミが経年的に減少し

たり、ミンミンゼミが経年的に増加するサイトもあった。 年毎の抜け殻数の変動はそのサイトで構成比

の高い種の変動を反映していると考えられる。 例えば、アブラゼミが毎年増減を繰り返している調査

地・サイトは多い。アブラゼミの場合、産卵から羽化までの年数を 4 年と仮定すると、増減が 4 年のサイ

クルで繰り返されることが予測された。一定期間の間ではその傾向はみられたサイトが多かったが、7 年

以上継続して 4 年毎の増減となることは少なく、羽化数の増減は様々な要因で変化することが考えられ、

特に年毎の増減の差が小さい場合には、パターンの逆転が容易に起きることが推察される。 
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４）人為的な環境変化（工事や樹木の伐採）は抜け殻数や種構成を変動させる。 

抜け殻数の経年推移には、工事や樹木の伐採などが影響して、減少していると考えられるケースもあっ

た。また、下草刈や樹木の剪定がしっかりされることにより、抜け殻の数が減ってきている可能性が考え

られた。 

 

５）首都圏でクマゼミの増加傾向があり、抜け殻が採集されていない調査地でも声が確認されている。 

首都圏ではクマゼミは蕨市民公園、代々木公園、葛西臨海公園、大泉中央公園、横浜公園で採取されてい

て、その多くで増加傾向がある。また日比谷公園を始め、都心の多くの公園では抜け殻の採取はなくても

クマゼミの声が確認されており、首都圏全体としても増加していることが予想される。 

阪神地区では処女塚古墳のように古くからの緑地にもかかわらず、クマゼミの抜け殻しか採取されなかっ

た場所もあり、現在クマゼミが増加しつつあるサイトでのクマゼミの動向が注目される。 

 

６）アブラゼミの羽化時期は首都圏と阪神地区で差がある。 

2011 年の兵庫県赤塚山北公園と日比谷公園のアブラゼミの羽化時期の比較から、羽化時期の違いが確認

された。その後、赤塚山北公園と日比谷公園など首都圏 3 サイトでのアブラゼミの羽化時期を比較し、

2015 年までは首都圏での羽化時期が早まり、その差は小さくなってきていた。しかし、2016 年は赤塚山

北公園の羽化時期が早くなり、その差は再び広がった。差が出ている理由は今のところ分かっていない。 

 

７）下草がなく地面が露出しているサイトはアブラゼミやクマゼミが多く、ニイニイゼミやミンミンゼ

ミは少なかった。 

この結果は、アブラゼミやクマゼミは下草が少なく、地面が露出し、乾燥した環境でも棲息できること、

ニイニイゼミやミンミンゼミは地面が露出した乾燥した環境を好まないことを示している可能性がある。 

 

８）抜け殻しらべで注意すべき点・今後の課題 

① 調査範囲（面積・高さなど）・調査方法をできるだけ固定することで調査の精度が上がる。 

② 抜け殻数や種構成に大きな変化や経年的変化があった場合、その原因をサイト毎に検討する必要があ

る。 

③ 全体的な環境変化の影響か、個別の人為的は環境変化の影響かの見極めが重要。 

④ 産卵・孵化・幼虫期・羽化、成虫期のどの時点の環境変化が抜け殻数に影響するかの検討が必要。 

⑤ 調査地の歴史的背景（新しく作られた公園か古墳や武家屋敷跡かなど）とセミの種構成の関係にも注

目する必要がある。 

 

以上、2016 年の調査結果および、2009 年から 2016 年まで 8 年間の調査結果から、調査サイトの環境とセミ

の種構成との関連が少しずつではあるが分かってきているものの、よく分からないことは多い。 

今後ともできる限り調査を継続することで、新たな発見を期待したい。そのためには、できるだけ統一した

手法での調査を継続すること、セミ以外の環境変化の記録も重要と考えられた。 

また、より多くの地域、環境の異なる調査地のデータを得ることにより、新たな発見、考察が期待できると

考えている。 
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